













デザイン教育の基礎教育部門に属す る基礎デザイン,ビ ジュアル ・デザインに
関するものを取扱 うことにした。個々のデザイン教育書にはデザイン教育の傾
向か ら導 きだきれた内容や成果が示 きれているので,デ ザイン教育の傾向をま
どめておくことが,各 々の図書の特色をはっきりきせ ると思 う。その傾向をあ
げるとωは自然観察による新しい形の形成を主とした もの,(2)は数学的,理論
的立場による構成 を主 としたもの,(3)は戦前出版きれた川喜田練七郎,武 井勝





で,杉 浦氏の主張 きれる自然物の観察か ら新しい形態を創造する立場による
ものである。したが って編集 メンバーは東京芸大,女子美大の図案部の面々
須藤雅路 ・新井泉 ・兼松厳 ・小池岩太郎 ・石山彰氏である。その内容は第一
巻では新しいフォルムの探求,フ ォルムの観察,観 察か ら表現 えと進んでい








1巻 形 と色 末田利一編
2〃 機械 とデザイン 山口正城編
3〃 環境 と造形 吉阪隆正編
4〃 服飾 と生活 新井 泉編
5〃 手 と道具 松田義之編
黙彩 と色"は(1)の自然の観察 と(2)の構成によるものであるが,自然の観察で
はフットグラフによる自然形の収集におわ り問題を提起 しているだけとなっ





械の登場か ら機械と人間のかかわ り,マス ・プロダクションにと展開きれて
いる。これ らの底を流れている人間の生理的,心理的立場を土台にしてデザ
インの基礎を考え(4)の造形心理学的立場に立つべきことを提案 されている。
さらにインダス トリアル ・デザインの現状か ら工業生産を,多量生産か ら現
代生活の役割にと及んでいる。山口氏が10数年前すでに今 日的問題を考えて
お られたことは意義深い ものである。 環 境 と造形.は人間をとりまく世界
と,造形の要因を詳にし,現代的造形の条件を究明しようとしていますが,
問題を提起 された恰好で終っている個所が多い。 ドレス ・デザインのはなぱ
なしきから考 えてみると"服飾 と生活.は世界の服飾絵巻物 としての面白さ
が見 られるが,服 飾造形の美にいた らなかったのは残念である。今 日は頭が
進んで,手 のはたらきをわすれている時代ともいえる。 浮 と道具、は手の
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はたらきの真実さを見せつ けられ,人 間の生命とつながる手のはたらきを強
く示している。造形の営が手のはた らきであ り,人間の知恵として発達 して


















20世紀の芸術運動か ら新しい造形表現 を指向し,現代社会 に及ぼした史的発
達 をとき,造形の原則やモデューロールを解説し,造形作品と視覚の関係に
もふれている。現代における造形の諸問題を提起 されたところに意義はある










。著者が強 く訴えてい ることは,新 しい時代の人間の基礎教育 として構成
教育は誰にも授 けるべ きもので,人 間の活動本能や表現心理を基盤として,




心理学者の説に添 って論 じている。巻末にバウハウスの歴史と教育内容 を細
録 し,我が国における構成教育の沿革を伝えているところ到れ り尽せ りとい
える。この書が入門書である以上次代の人たちの力によってさらに充実 さる
べ きことを願 うものである。
1957年構成 ・デザインの基礎 武藤重典著 造形芸術研究会刊
著者が早 くか ら構成 ・デザイン教育について研究され,識 見の高 い こ とは
感構成教育入門.に記されてお り,高橋正人氏の序文中にも出ている。(3)の
構成教育のながれをくむものであるが,原 始民族,未 開人,幼 児 ・少年の表






インの要素 ・原理 ・色彩については作品の創作過程を通 して指摘し解明しよ
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うと心がけている点,著 者が熱心な教育実践家であることが うかがえる。
1962年デザインによる教育 松上 茂著 美術出版社刊
著者が長年にわたってデザイン教育の本質をつ きとめ体系づけようと努力 き
れてお られることは,松上氏の多 くの レポー トによって も明である。1956年
に 「デザイン教育の本質 と内容系列」を整理充実して 「デザイン に よ る教
育」を出され現職教育や指導者購習会のテキス トとされた。この書は美術教
育家のダミコやH・ リー ド「芸術による教育」の精神をふまえてデザイン教
育の本質 と方法を明確化し,普通教育における学習 目標 と内容を系統づけ美
術教師の手引書たらんとしている。
1960年造形とは?山 口正城著 美術出版社刊
この書は1959年月刊 「美術手帖」に連載 され驚もので,著 者の急逝3ケ 月後
にまとめて刊行された ものである。巻頭に著者は 「造形の基本的な ものは一
体何か」そうい うことを明確にしてもらえるのが この書の本筋である。しか
しほとんどが,(4)のアルンハイムの 「美術 と視知覚」その他の著書 によるも
ので,心理学的立場からの形態研究が主 となっているため課題の解答は充分
に得 られない。著者の云 うように課題は我が身にふ りかかっているもので,
自分 自身の力でデザインの基礎理論を具体的に堀 り下げるべ きである。
1960年デザインの基礎 山口正城 ・塚田敢共著 光生館刊
6年の歳月を費して脱稿 きれに著者山口氏が刊行 をみず他界 された。広汎に









月刊 「美術手帖」1960年か ら61年に連載された ものを訂正補筆してまとめら
れた ものである。バウハウスや山口正城氏の理論 を教育現場に展開して,著
者独 自の教育方法を発見し,具体化されたものであろう。24項目に渡っての
研究課題であるが,各 項の作例は"体験を通 して把握 された実体としての表








あるが,部 分的には(4)のアルンハイムの 「美術 と視知覚」を引用 され て い
る。著者はアルンバイムのゲシタル ト心理学一本槍の考え方に好 意 を もた
ず,行 動の理論を背景に もちたいと云っている。造形の意義や役割を心の問
題 としてとらえ 「みる」 「みえ」と云 う現象性の立場 と行動空間の立場か ら




1956年現代のデザイン 勝見 勝編 河出新書






1955年 こどものための構成教育 間所 春著 造形芸術研究会刊
1955年 美術教育講座 構成図案 金子書房刊
1955年 新 しいデザイン 高橋正人著 金子書房刊
1956年 色紙と造形 岩崎喜久雄著 日本色彩社刊
1958年 造形教育と構成デザイン 筒井茂他共著 日本文教出版社刊
1958年 良いデザイゾ(申学の図工)高 橋正人著 筑摩書房刊
1958年 色 と形(中 学工作全集)斎 藤 清著 岩崎書店刊
1958年 材料と構造(申学工作全集)高 山正喜久著 岩崎書店刊
1959年 デザインの表し方(申 学工作全集)松 原郁二著 岩崎書店刊
1959年 デザインの基礎 と形成 大阪集画堂
1959年 デザインの指導 と作品 大阪集画堂
1960年 デザイン教育入門 細田忠三郎著 創元社刊
1961年 デザイン教育全4巻 美術出版社刊・
1962年 新しいデザイン教育 教材社刊
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